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大 垣 共 立 為 替 相 場 速 報  

１．昨日の海外市場と今朝の東京市場の相場動向 

 ＵＳドル／円 ユ－ロ／円 ユ－ロ／ドル 

昨日の東京市場 17:00 １４７．３２－１４７．３４ １６１．０７ １．０９３２ 

昨日の海外市場レンジ １４７．０８－１４８．２０ １６０．９１－１６１．６０ １．０９００－１．０９４３ 

本日の東京市場 9:00 １４７．６１－６３ １６１．３０ １．０９２７ 

 
【主な材料】 

（本邦）植田日銀総裁 

「個人消費について非耐久財消費に弱めの動きが窺われる」 

（海外）米 2 月消費者物価指数（前月比）0.4％（前回 0.3％） 

    

【コメント】 

昨日の東京時間は、午前中に植田日銀総裁が上記発言をしたことから、

市場の想定よりも金融政策に慎重な姿勢を示したと市場では捉えられた

ことなどから、円売りが優勢となりドル／円は 146 円台後半から 147 円

台前半まで上昇した。 

  海外時間に入ると、上記米消費者物価指数が発表され市場予想よりも

上回る結果となったため、発表直後はドル／円が 148 円台前半まで上昇

する場面も見られたが、反応は一時的となり 147 円台後半まで下落しこ

の日の取引を終えた。 

 

２．本日の東京市場から海外市場にかけてのＵＳドル／円予想レンジ 

本日の予想レンジ（単位：円） １４７．１０－１４８．１０ 

 

【主な材料】  

  特段なし 

 

【コメント】 

昨日は、消費者物価指数にて住居費やガソリン価格の上昇で伸びが加

速した一方で、FRB が注目する変動の大きい食品とエネルギーを除いた

指数（前年比）が 3.8％と前回よりも伸びの鈍化が示された。しかし、

依然として FRB の目指す 2％程度の水準からは乖離しており、利下げを

前倒しするほどではないと捉えられ、当該結果に対し市場の利下げ観測

への見方に変化は見られなかった。よって市場では、その他の経済指標

結果も見極めながらの動きとなっているのではないかと考える。明日に

は米小売売上高や生産者物価指数の発表が控えており、それらの結果に

も注目しているだろう。 

そうした中、本日は重要な経済指標の発表を控えていないこともあり、

材料難であるため、相場は動意薄となるだろう。 

以上より、本日のドル／円は揉みあいを予想する。(SS) 

 

 このレポートは、外国為替相場に関する情報の提供を目的としたものです。また、このレポートの予測はあくまで参考に記載させて頂いているも

のです。従いまして、本レポート記載内容および予測結果に対しましては、当社は一切責任を負うものではありません。このレポートのいかなる部

分も一切の権利は大垣共立銀行に帰属しており、無断での複製・転載を行わないようにお願いいたします。また、本レポートの内容に基づいて当

社がお客様に何らかの勧誘を行うこともありません。 


